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願
い
つ
つ
︑
本
博
士
学
位
請
求
論
文
が
極
め
て
創
造
的
で
か
つ
高
い

実
証
性
を
兼
ね
備
え
た
先
駆
的
な
学
術
的
研
究
で
あ
る
こ
と
を
認
め
︑

博
士
︵
法
学
︶
︵
慶
應
義
塾
大
学
︶
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に
適
当

と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
︒

二
〇
一
一
年
二
月
一
五
日

主
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法

学

研

究

科

委

員

添
谷

芳
秀

Ph.

D.

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

法
学
博
士

赤
木

完
爾

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

博
士
︵
法
学
︶

玉
井

清

藤
森
智
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

は
じ
め
に

藤
森
智
子
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
﹁
日
本
統
治
下
台

湾
に
お
け
る
国
語
普
及
運
動
│
﹁
国
語
講
習
所
﹂
を
め
ぐ
る
総
督
府

の
政
策
と
そ
の
実
際
︵
一
九
三
〇
│
四
五
︶
│
﹂
は
︑
日
本
統
治
期

に
﹁
国
語
﹂︵
日
本
語
︶
が
台
湾
民
衆
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
浸
透

し
て
い
っ
た
の
か
︑
台
湾
総
督
府
の
国
語
普
及
政
策
と
台
湾
社
会
に

お
け
る
普
及
の
実
際
を
検
討
し
て
い
る
︒
日
本
の
植
民
統
治
研
究
の

複
雑
性
は
︑
被
統
治
社
会
に
と
っ
て
︑
植
民
統
治
期
が
い
わ
ゆ
る

﹁
近
代
化
﹂
の
時
期
と
重
な
る
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
︒
日
本
統
治
下
台

湾
の
教
育
は
日
本
へ
の
同
化
の
手
段
で
あ
っ
た
が
︑
同
時
に
公
教
育

の
機
能
を
有
し
︑
社
会
の
近
代
化
を
も
た
ら
す
役
割
を
果
た
し
た
︒

言
語
の
統
一
は
︑
近
代
国
家
成
立
の
一
つ
の
要
素
と
考
え
ら
れ
る
︒

﹁
国
語
﹂
は
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
︑
近
代
的
知
識
吸
収

の
手
段
と
し
て
機
能
す
る
と
同
時
に
︑
社
会
・
国
家
を
運
営
す
る
機

能
も
有
す
る
︒
植
民
統
治
下
で
は
国
語
教
育
が
天
皇
制
国
家
の
理
念

を
育
成
す
る
手
段
と
な
っ
た
こ
と
は
既
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
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二
〇
一
一
年
二
月
二
四
日



指
摘
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
受
け
手
側
の
社
会
に
お
い
て
如
何
な
る

作
用
を
果
た
し
た
か
は
︑
今
後
の
開
拓
が
待
た
れ
る
研
究
領
域
で
あ

る
︒
藤
森
君
の
論
文
は
︑
こ
の
領
域
に
切
り
込
ん
だ
果
敢
な
挑
戦
で

も
あ
る
︒

藤
森
君
は
本
塾
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
に
在
学
中
︑
川
合

隆
男
先
生
の
指
導
の
も
と
で
︑
日
本
統
治
下
の
台
湾
︑
韓
国
︑
中
国

に
お
け
る
国
語
教
育
︵
国
語
普
及
運
動
︶
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し

て
き
た
︒
院
生
時
代
や
就
職
後
も
ア
メ
リ
カ
︑
台
湾
︑
韓
国
な
ど
に

お
い
て
︑
留
学
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
て
︑
今
回
の
博
士
論

文
に
お
い
て
は
︑
対
象
地
域
を
台
湾
に
限
定
し
て
︑
執
筆
し
た
も
の

で
あ
る
︒
藤
森
君
は
︑
一
九
九
六
年
秋
か
ら
二
〇
〇
〇
年
末
ま
で
四

年
近
く
︑
国
立
台
湾
師
範
大
学
に
留
学
し
︑
そ
の
後
も
断
続
的
に
台

湾
の
日
本
語
講
習
所
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
丹
念
に
続
け
て
き
た
︒

博
士
論
文
は
︑
台
湾
の
都
市
部
︑
農
村
部
︑
山
村
︑
離
島
な
ど
隈
な

く
歩
い
て
当
時
の
日
本
語
講
習
所
の
元
講
師
や
元
生
徒
た
ち
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
繰
り
返
し
実
施
し
︑
そ
の
成
果
を
ま
と
め
上
げ
た
も

の
で
あ
る
︒

論
文
の
構
成

1
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

序
章

第
一
節

は
じ
め
に

第
二
節

本
研
究
の
対
象
と
問
題
意
識

第
三
節

先
行
研
究
の
検
討

第
四
節

本
研
究
の
目
的
と
方
法

第
五
節

論
文
構
成

第
一
部

台
湾
総
督
府
の
国
語
普
及
政
策

第
一
章

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
国
語
普
及
政
策
の
成
立
と
展
開

第
一
節

植
民
地
に
お
け
る
文
教
政
策
と
国
語
普
及
政
策

第
二
節

国
語
普
及
政
策
の
確
立

第
三
節

国
語
普
及
運
動
の
開
始
と
そ
の
展
開

第
四
節

国
語
普
及
運
動
の
強
化

第
五
節

小
括

第
二
章

一
九
三
〇
年
代
初
期
の
国
語
普
及
政
策
と
そ
の
状
況

第
一
節

国
語
講
習
所
の
開
設
と
そ
の
要
項
の
内
容

第
二
節

国
語
講
習
所
講
師
の
養
成

第
三
節

国
語
講
習
所
の
活
動
状
況
の
宣
伝

第
四
節

国
語
講
習
所
拡
張
の
た
め
の
議
論

第
五
節

小
括

第
三
章

一
九
三
〇
年
代
後
期
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
国
語
普
及

政
策
と
そ
の
状
況

第
一
節

皇
民
化
政
策
の
成
立
と
国
語
教
育
方
針
の
転
換
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第
二
節

国
語
常
用
運
動
と
社
会
の
国
語
化

第
三
節

国
語
常
用
運
動
と
家
庭
の
国
語
化

第
四
節

小
括

第
四
章

国
語
講
習
所
教
科
書
﹃
新
国
語
教
本
﹄
の
性
格

第
一
節

﹃
新
国
語
教
本
﹄
編
纂
の
背
景
と
そ
の
使
用
状
況

第
二
節

﹃
新
国
語
教
本
﹄
の
性
格

第
三
節

小
括

第
二
部

台
湾
に
お
け
る
国
語
普
及
運
動
の
実
際

第
五
章

台
北
市
近
郊
の
国
語
普
及
運
動

│
台
北
州
海
山
郡
三
峡
庄
の
事
例
│

第
一
節

三
峡
の
概
況
と
国
語
普
及
運
動
の
状
況

第
二
節

三
峡
公
学
校
と
国
語
普
及

第
三
節

三
峡
の
﹁
国
語
常
用
家
庭
﹂

第
四
節

小
括

第
六
章

北
部
閩
南
人
農
村
地
域
に
お
け
る
国
語
普
及
運
動

│
台
北
州
基
隆
郡
萬
里
庄
﹁
渓
底
村
﹂
の
事
例
│

第
一
節

萬
里
庄
の
概
況
と
国
語
普
及
の
状
況

第
二
節

萬
里
庄
﹁
渓
底
村
﹂
の
﹁
国
語
講
習
所
﹂
の
実
際

第
三
節

小
括

第
七
章

北
部
客
家
人
農
村
地
域
に
お
け
る
国
語
普
及
運
動

│
新
竹
州
関
西
庄
の
事
例
│

第
一
節

関
西
庄
の
概
況
と
国
語
普
及
の
状
況

第
二
節

関
西
庄
﹁
国
語
講
習
所
﹂
教
育
の
実
際
一

│
﹁
教
案
﹂﹁
日
誌
﹂
か
ら
│

第
三
節

関
西
庄
﹁
国
語
講
習
所
﹂
教
育
の
実
際
二

│
元
教
師
と
生
徒
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
│

第
四
節

小
括

第
八
章

南
部
離
島
に
お
け
る
国
語
普
及
運
動

│
高
雄
州
東
港
郡
琉
球
庄
の
事
例
│

第
一
節

小
琉
球
の
概
況
と
教
育
状
況

第
二
節

小
琉
球
の
﹁
国
語
講
習
所
﹂
教
育
の
実
際

第
三
節

小
括

終
章第

一
節

本
論
の
総
括

第
二
節

国
語
講
習
所
教
育
の
意
義
│
戦
後
へ
の
断
続
と
継
続
│

第
三
節

今
後
の
課
題

参
考
文
献

付
録内

容
の
紹
介

2
第
一
部
で
は
︑
国
語
普
及
政
策
の
成
立
と
展
開
を
扱
っ
て
い
る
︒

台
湾
総
督
府
に
よ
り
主
導
さ
れ
た
国
語
普
及
政
策
が
︑
台
湾
社
会
に

ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
︑
政
策
の
成
立
と
展
開
を
扱
っ

て
い
る
︒
ま
ず
第
一
章
で
は
︑
台
湾
植
民
統
治
五
〇
年
に
わ
た
る
国

語
普
及
政
策
を
概
観
し
︑
そ
の
中
で
国
語
講
習
所
が
公
学
校
を
補
完
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す
る
役
割
を
担
い
︑
国
語
普
及
の
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
を
検
証
し
て
い
る
︒
第
二
章
︑
第
三
章
で
は
︑
国
語
講
習
所
制
度

が
設
置
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
以
降
︑
国
語
普
及
政
策
の
理
念
と
実

施
状
況
を
検
討
し
て
い
る
︒
第
四
章
で
は
︑
国
語
講
習
所
用
教
科
書

の
内
容
を
分
析
し
︑
総
督
府
が
社
会
教
育
に
お
い
て
教
化
し
よ
う
と

し
た
内
容
を
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

台
湾
に
お
け
る
国
語
普
及
政
策
は
︑
統
治
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
︑

一
貫
し
て
台
湾
人
の
日
本
へ
の
同
化
を
目
指
し
た
も
の
で
︑
そ
の
目

的
は
国
民
精
神
の
涵
養
に
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
︒
し
か
し
な
が

ら
︑
各
州
庁
に
お
い
て
発
布
さ
れ
た
国
語
講
習
所
の
設
立
目
的
に
は
︑

国
語
講
習
所
が
国
民
精
神
の
涵
養
と
同
時
に
﹁
徳
性
の
涵
養
﹂﹁
智

能
の
啓
発
﹂
と
い
っ
た
公
民
的
教
養
を
育
成
す
る
場
で
も
あ
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
一
九
三
七
年
以
降
︑
日
本
へ
の
同
化
を
さ
ら

に
強
め
た
皇
民
化
政
策
の
下
で
展
開
さ
れ
た
皇
民
化
運
動
の
中
に
も
︑

日
本
へ
の
同
化
や
戦
時
動
員
体
制
の
項
目
の
他
に
︑
生
活
改
善
の
内

容
が
含
ま
れ
て
い
た
︒
ま
た
︑
国
語
講
習
所
用
教
科
書
で
は
高
い
比

率
で
公
民
養
成
の
内
容
が
扱
わ
れ
て
い
る
︒
政
策
の
中
に
︑
日
本
へ

の
同
化
の
み
で
な
く
︑
社
会
の
一
員
と
し
て
の
常
識
や
知
識
︑
徳
性

を
育
成
す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
藤
森
君
に

よ
れ
ば
︑
当
時
の
言
葉
で
﹁
文
明
社
会
﹂
に
民
衆
を
社
会
化
す
る
内

容
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
︒

第
一
章
は
︑
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
国
語
普
及
政
策
の
成
立
と
展

開
を
検
討
し
て
い
る
︒
台
湾
教
育
令
や
朝
鮮
教
育
令
と
い
っ
た
植
民

地
に
お
け
る
教
育
令
が
︑
日
本
中
央
政
府
で
審
議
さ
れ
︑
勅
令
に

よ
っ
て
制
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
︑
国
語
普
及
に
関
す
る
法
令
は

州
庁
主
導
で
発
布
さ
れ
︑
後
に
総
督
府
が
制
度
と
し
て
確
立
し
て

い
っ
た
︒
そ
れ
は
︑
国
語
普
及
運
動
が
︑
地
方
レ
ベ
ル
で
始
ま
っ
た

こ
と
に
起
因
し
て
い
た
︒
総
督
府
は
︑
台
湾
領
有
直
後
よ
り
︑
公
学

校
に
よ
る
国
語
普
及
を
図
っ
た
が
︑
義
務
教
育
制
度
を
施
行
し
な
い

状
況
下
で
の
就
学
率
は
低
く
︑
国
語
普
及
率
は
長
き
に
わ
た
っ
て
低

迷
し
た
︒
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
国
語
普
及
運
動
が
推
進
さ

れ
た
︒
一
九
二
〇
年
代
よ
り
総
督
府
は
︑
地
方
の
社
会
的
エ
リ
ー
ト

た
ち
が
国
語
練
習
会
等
の
国
語
普
及
施
設
を
開
設
す
る
こ
と
を
奨
励

し
︑
各
州
庁
に
お
い
て
国
語
普
及
運
動
が
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
︒
同

時
期
︑
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
下
︑
新
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て

反
国
語
普
及
運
動
が
起
こ
っ
た
が
︑
総
督
府
は
一
九
三
〇
年
代
に
な

る
と
︑
国
語
講
習
所
制
度
を
確
立
し
︑
こ
れ
ら
の
運
動
は
抑
制
さ
れ

て
い
っ
た
︑
と
い
う
︒
一
九
三
七
年
︑
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
︑

戦
時
体
制
の
下
︑
皇
民
化
政
策
が
推
進
さ
れ
︑
国
語
教
育
に
よ
る
国

語
普
及
の
み
な
ら
ず
︑
家
庭
や
地
域
で
も
国
語
生
活
を
営
む
こ
と
を

推
進
す
る
国
語
常
用
運
動
が
展
開
さ
れ
た
︒
こ
う
し
た
国
語
普
及
運

動
は
︑
公
学
校
教
育
と
相
ま
っ
て
︑
統
治
末
期
ま
で
に
︑
八
〇
％
を
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超
え
る
高
い
国
語
普
及
率
を
も
た
ら
し
た
︒

第
一
章
で
概
観
し
た
国
語
普
及
政
策
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す

る
の
が
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
で
あ
る
︒
第
二
章
で
は
︑
国
語
講
習

所
制
度
成
立
の
一
九
三
〇
年
か
ら
皇
民
化
運
動
が
開
始
さ
れ
る
一
九

三
七
年
ま
で
の
期
間
を
取
り
上
げ
︑
国
語
講
習
所
制
度
の
設
置
と
そ

の
状
況
︑
教
員
養
成
︑
国
語
普
及
の
宣
伝
等
を
取
り
上
げ
検
討
さ
れ

て
い
る
︒
国
語
講
習
所
の
要
項
で
は
︑
国
語
を
常
用
し
な
い
者
に
国

語
を
教
授
し
︑
同
時
に
徳
性
の
涵
養
や
知
能
の
啓
発
と
い
っ
た
﹁
公

民
的
教
養
﹂
を
授
け
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
︒
総
督
府
は
新
聞
雑

誌
を
通
じ
て
︑
各
地
で
講
習
所
の
活
動
が
活
発
な
様
子
を
報
道
し
︑

同
時
に
模
範
的
な
講
習
所
の
姿
を
報
じ
︑
国
語
講
習
所
が
単
に
国
語

を
教
授
す
る
所
で
は
な
く
︑
国
民
精
神
涵
養
の
場
で
あ
る
と
い
う
理

念
を
強
調
し
た
︒
国
語
講
習
所
は
各
地
で
増
設
さ
れ
︑
そ
れ
に
伴
い
︑

各
州
庁
で
は
専
任
教
員
の
養
成
も
行
わ
れ
︑
国
語
普
及
が
推
進
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

第
三
章
で
は
︑
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
期
間
を
取

り
上
げ
︑
皇
民
化
時
期
の
台
湾
社
会
で
展
開
さ
れ
た
国
語
常
用
運
動

を
検
討
し
て
い
る
︒
日
本
内
地
で
提
唱
さ
れ
始
め
た
﹁
ア
ジ
ア
共
同

体
﹂
思
想
と
相
ま
っ
て
︑
台
湾
で
は
台
湾
人
の
同
化
を
さ
ら
に
強
化

す
る
皇
民
化
政
策
が
実
施
さ
れ
た
︒
各
地
で
国
語
普
及
施
設
が
増
設

さ
れ
︑
多
く
の
民
衆
が
講
習
に
通
っ
た
︒
所
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
公

教
育
の
役
割
を
果
た
し
た
︒
社
会
教
化
の
み
な
ら
ず
︑﹁
国
語
常
用

家
庭
﹂
を
基
盤
と
し
た
家
庭
の
国
語
化
︑
部
落
の
国
語
化
が
図
ら
れ
︑

台
湾
社
会
の
隅
々
に
ま
で
国
語
を
普
及
さ
せ
る
国
語
常
用
運
動
が
展

開
さ
れ
︑
社
会
と
家
庭
の
国
語
化
が
推
進
さ
れ
た
︒

公
学
校
教
育
と
国
語
普
及
運
動
の
結
果
︑
統
治
末
期
に
は
︑
八
〇

％
を
超
え
る
国
語
普
及
率
が
達
成
さ
れ
た
が
︑
多
く
の
台
湾
人
に

と
っ
て
︑
日
本
語
は
生
活
用
語
と
は
な
ら
な
か
っ
た
︒
国
語
は
︑
共

通
語
︑
近
代
的
知
識
の
吸
引
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
︑
台
湾
社
会
に

お
い
て
は
母
語
と
国
語
の
﹁
二
言
語
併
用
﹂
生
活
が
な
さ
れ
て
い

た
︒
こ
う
し
た
状
況
は
︑
藤
森
君
に
よ
れ
ば
︑
社
会
に
﹁
国
語
﹂
の

概
念
を
植
え
付
け
︑
こ
れ
が
戦
後
の
台
湾
社
会
に
も
継
承
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
︒

第
四
章
は
︑
国
語
講
習
所
用
教
科
書
﹃
新
国
語
教
本
﹄
の
内
容
が

検
討
さ
れ
て
い
る
︒
総
督
府
の
影
響
下
に
あ
る
台
湾
教
育
会
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
た
教
科
書
か
ら
は
︑
総
督
府
が
国
語
講
習
所
に
お
い
て

教
育
し
よ
う
と
し
た
内
容
が
読
み
取
れ
る
︒
台
湾
教
育
会
に
よ
り
︑

一
九
三
三
年
に
出
版
さ
れ
た
﹃
新
国
語
教
本
﹄
は
︑
最
初
の
全
島
統

一
の
国
語
講
習
所
用
教
科
書
で
あ
っ
た
︒
一
九
三
九
年
に
は
︑
時
局

の
変
化
の
影
響
を
受
け
︑
改
訂
版
が
発
行
さ
れ
た
︒
教
科
書
の
各
課

の
題
材
は
︑
大
き
く
﹁
国
民
養
成
﹂︑
﹁
公
民
養
成
﹂︑
﹁
日
常
生
活
﹂︑

﹁
そ
の
他
﹂
に
分
け
ら
れ
る
︒
日
本
文
化
︑
国
体
観
念
︑
戦
時
な
ど
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を
扱
っ
た
国
民
養
成
の
課
は
︑
一
九
三
三
年
版
で
は
平
均
一
〇
・
四

％
で
あ
っ
た
の
が
︑
一
九
三
九
年
版
に
お
い
て
は
増
加
さ
れ
平
均
二

四
％
を
占
め
る
︒
一
方
︑
道
徳
心
や
公
共
心
を
育
成
し
︑
社
会
知
識
︑

実
学
知
識
と
い
っ
た
知
識
や
知
能
を
育
成
す
る
公
民
養
成
の
課
は
︑

一
九
三
三
年
版
︑
一
九
三
九
年
版
の
双
方
で
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
︒
教
科
書
の
内
容
は
︑
公
民
養
成
に
関
す
る
比
率
が
極
め
て
高
い

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︒

第
一
部
で
は
︑
総
督
府
の
国
語
普
及
政
策
と
そ
の
実
施
状
況
を
検

討
し
︑
国
語
講
習
所
教
育
は
国
民
精
神
涵
養
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
︑

し
か
し
な
が
ら
︑
そ
の
中
に
公
民
養
成
の
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
︑

国
語
普
及
運
動
に
よ
っ
て
﹁
国
語
﹂
概
念
が
社
会
に
浸
透
し
て
い
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
第
二
部
に
お
い
て
は
︑
各
地
の
事
例

か
ら
︑
台
湾
民
衆
が
国
語
講
習
所
で
こ
う
し
た
政
策
の
中
に
見
ら
れ

る
内
容
を
く
み
取
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
︒

第
二
部
は
︑
台
湾
に
お
け
る
国
語
普
及
の
実
態
を
︑
四
つ
の
地
域

に
お
け
る
事
例
調
査
か
ら
検
討
し
て
い
る
︒
第
五
章
は
︑
台
北
市
近

郊
の
街
︑
台
北
州
海
山
郡
三
峡
庄
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
︒
三

峡
は
清
代
か
ら
産
業
が
発
達
し
︑
書
房
教
育
が
行
わ
れ
︑
日
本
統
治

時
期
に
も
公
学
校
の
就
学
率
が
高
い
地
域
で
あ
っ
た
︒
三
峡
公
学
校

は
︑
多
く
の
知
識
人
を
輩
出
し
︑
同
時
に
三
峡
公
学
校
の
教
員
が
国

語
講
習
所
の
講
師
を
担
当
す
る
な
ど
︑
当
地
域
の
国
語
普
及
運
動
の

中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
︒
産
業
の
発
達
や
台
北
の
近
郊
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
日
本
人
と
の
接
触
︑
教
育
水
準
の
高
さ
等
が
三
峡
の
国

語
普
及
率
の
高
さ
と
な
っ
て
現
れ
た
︒
都
市
部
に
近
い
地
域
の
一
事

例
と
し
て
︑
皇
民
化
政
策
開
始
の
一
九
三
七
年
以
前
か
ら
一
定
の
国

語
普
及
率
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒

第
六
章
は
︑
台
北
州
基
隆
郡
萬
里
庄
﹁
渓
底
村
﹂
の
事
例
を
取
り

上
げ
て
い
る
︒
三
峡
が
都
市
近
郊
な
の
に
対
し
︑
第
六
章
︑
第
七
章

で
取
り
上
げ
る
地
域
は
北
部
の
農
村
で
あ
る
︒
萬
里
庄
﹁
渓
底
村
﹂

は
︑
農
業
を
主
た
る
産
業
と
す
る
山
村
で
あ
る
︒
国
語
普
及
率
は
︑

一
九
三
一
年
で
は
七
・
四
五
％
と
高
く
な
い
が
︑
国
語
講
習
所
の
設

置
に
よ
り
︑
一
九
三
五
年
に
は
二
六
・
〇
六
％
に
上
昇
す
る
︒
保
正

な
ど
の
村
の
指
導
者
が
講
習
の
指
導
に
当
た
り
︑
国
語
普
及
が
推
進

さ
れ
た
︒
夜
間
に
行
わ
れ
た
講
習
に
は
︑
就
学
機
会
を
逸
し
た
人
々

が
集
ま
り
︑
国
語
︑
唱
歌
︑
算
術
な
ど
の
他
に
は
社
会
的
な
ル
ー
ル

も
教
え
ら
れ
︑
第
一
部
の
文
献
調
査
に
現
れ
た
特
徴
と
同
様
の
傾
向

が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

第
七
章
は
︑
新
竹
州
関
西
庄
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
︒
関
西

庄
国
語
講
習
所
の
教
案
・
日
誌
︑
元
講
師
・
生
徒
へ
の
面
接
調
査
か

ら
︑
関
西
庄
の
国
語
講
習
所
の
実
態
を
検
討
し
て
い
る
︒
教
案
・
日

誌
の
記
述
か
ら
︑
教
科
目
︑
教
授
時
数
︑
教
授
内
容
と
も
に
公
学
校

低
学
年
程
度
で
あ
る
こ
と
︑
日
々
の
生
徒
指
導
の
内
容
は
︑
社
会
生
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活
上
の
常
識
に
関
わ
る
内
容
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
︒
生
徒
た
ち
の
中
に
は
︑
勉
強
を
し
た
か
っ
た
と
い
う
理

由
の
他
に
︑
就
職
機
会
を
得
る
た
め
に
講
習
に
通
っ
た
者
も
い
た
︒

関
西
庄
の
国
語
講
習
所
が
︑
公
学
校
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
し
︑

同
時
に
生
徒
た
ち
を
社
会
化
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
︒

第
八
章
は
︑
南
部
離
島
に
お
け
る
事
例
を
扱
っ
て
い
る
︒
高
雄
州

東
港
郡
琉
球
庄
は
︑
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど
居
住
し
て
い
な
い
離
島
で

あ
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
少
な
か
ら
ぬ
国
語
普
及
施
設
が
設
置
さ

れ
︑
民
衆
た
ち
は
講
習
所
へ
通
っ
た
︒
元
講
師
︑
生
徒
た
ち
へ
の
面

接
調
査
か
ら
は
︑
小
琉
球
島
の
講
習
所
で
は
︑
教
科
目
の
他
に
社
会

的
ル
ー
ル
が
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
︑
当
地
の
女
性
た
ち
が
講
習
所

教
育
に
識
字
や
転
職
の
機
会
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
︒
同
時
に
︑
国
語
が
︑
日
常
生
活
に
は
属
さ
な
い
書
き
言
葉
︑

知
識
吸
収
の
手
段
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
︒

終
章
に
お
い
て
は
︑
国
語
普
及
政
策
が
内
包
す
る
も
の
か
ら
︑
台

湾
社
会
が
選
び
取
っ
た
部
分
︑
社
会
に
普
及
し
た
概
念
が
検
討
さ
れ

て
い
る
︒
国
語
講
習
所
の
最
も
重
要
な
教
育
目
的
は
︑
国
民
精
神
の

涵
養
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
国
体
観
念
等
の
日
本
国
民
養
成

に
関
す
る
内
容
よ
り
︑
社
会
的
常
識
を
身
に
つ
け
る
公
民
養
成
の
内

容
の
方
が
︑
講
習
所
教
育
で
は
よ
り
求
め
ら
れ
︑
ま
た
よ
り
多
く
教

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒
同
時
に
︑
国
語
普
及
の
社
会
へ
の
浸
透
に
よ

り
︑
共
通
語
︑
知
識
吸
収
の
手
段
と
し
て
の
国
語
概
念
が
社
会
に
行

き
わ
た
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
検
討
さ
れ
︑
国
語
普
及
運
動
の
歴
史
的
︑

今
日
的
意
義
を
考
察
し
て
い
る
︒

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
︑﹃
想
像
の
共
同
体
﹄︵
一
九

八
三
年
︶
に
お
い
て
︑
社
会
が
文
字
や
共
通
の
言
語
を
持
つ
こ
と
が

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
指
摘
し
て
い
る
︒
一
九
三

〇
年
代
よ
り
展
開
さ
れ
た
国
語
普
及
運
動
は
︑
高
い
普
及
率
を
も
っ

て
多
く
の
台
湾
民
衆
に
国
語
概
念
を
植
え
付
け
︑
多
民
族
社
会
の
台

湾
に
お
い
て
共
通
語
を
も
た
ら
し
た
︒
日
本
語
と
い
う
共
通
言
語
を

社
会
が
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
社
会
が
ひ
と
つ
の
共
同
体
と
し
て

統
合
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
日
本
統
治
時
期
に
も
た
ら
さ
れ

た
共
通
語
概
念
が
︑
戦
後
の
北
京
官
話
導
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
︑
そ

れ
と
同
時
に
台
湾
に
一
つ
の
共
同
体
意
識
を
醸
成
す
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
と
い
う
指
摘
は
︑
無
批
判
に
戦
前
植
民
地
に
お
け
る
日
本

統
治
を
称
賛
す
る
議
論
と
結
び
つ
き
︑
戦
後
今
日
に
至
る
ま
で
︑
日

本
と
近
隣
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
の
摩
擦
を
生
む
一
因
と
な
っ
て
き
た
︒

こ
の
時
期
の
歴
史
を
対
象
と
す
る
上
で
必
要
な
の
は
︑
こ
う
し
た
議

論
と
は
距
離
を
取
り
︑
歴
史
の
事
実
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
証
し
て
い

く
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒

藤
森
君
が
取
り
上
げ
て
い
る
﹁
国
語
講
習
所
﹂
に
通
っ
た
元
生
徒
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た
ち
は
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
僻
地
﹂
に
居
住
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
︒
こ

う
し
た
人
々
は
︑
男
性
︑
こ
と
に
長
男
や
富
裕
者
で
あ
っ
た
り
︑
あ
る

い
は
都
市
部
に
居
住
し
て
い
る
人
々
に
比
べ
る
と
︑
周
縁
化
さ
れ
た

人
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒
中
央
�

周
縁
理
論
は
︑
例
え
ば
ウ
ォ
ー

ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
や
濱
下
武
志
の
中
世
・
近
代
ア

ジ
ア
の
朝
貢
関
係
の
分
析
な
ど
︑
社
会
科
学
や
歴
史
の
分
野
に
お
い

て
分
析
枠
組
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
︑
こ
の
研
究
に
お
い
て
も

有
効
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
︒
そ
も
そ
も
﹁
国
語
講
習
所
﹂
に
通

っ
た
人
々
は
︑
公
学
校
に
さ
え
通
え
な
か
っ
た
人
々
で
あ
る
︒
そ
の

理
由
の
多
く
が
︑
貧
困
︑
加
え
て
次
男
三
男
な
ど
長
男
で
な
い
こ
と
︑

女
性
で
あ
る
こ
と
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
養
女
で
あ
る
こ
と
︑
公
学
校

が
な
い
﹁
僻
地
﹂
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
︑
彼
ら
は
社

会
的
に
周
縁
化
さ
れ
た
﹁
マ
ー
ジ
ナ
ル
﹂
な
人
々
で
あ
る
︒﹁
国
語

講
習
所
﹂
は
こ
う
し
た
周
縁
化
さ
れ
た
人
々
を
対
象
と
し
た
教
育
施

設
で
あ
っ
た
︒

教
育
は
︑
社
会
化
の
機
能
を
有
す
る
が
︑
﹁
国
語
講
習
所
﹂
も
同

様
の
機
能
を
有
す
る
教
育
施
設
で
あ
っ
た
︒
そ
の
教
育
は
︑
言
語
や

教
科
の
み
な
ら
ず
︑
教
師
は
生
徒
た
ち
に
社
会
的
ル
ー
ル
や
衛
生
概

念
の
導
入
等
の
社
会
的
指
導
を
行
っ
て
い
た
︒
第
二
部
で
論
じ
て
い

る
が
そ
の
指
導
内
容
は
︑
大
き
く
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
︒
ひ
と
つ

は
︑
国
体
概
念
や
戦
時
体
制
に
関
わ
る
内
容
で
︑﹁
皇
民
化
政
策
﹂

に
分
類
さ
れ
る
︒
も
う
ひ
と
つ
は
社
会
生
活
の
上
で
必
要
な
ル
ー
ル

等
を
教
え
る
﹁
社
会
生
活
上
の
常
識
﹂
で
あ
る
︒
先
行
研
究
︵
呉
文

星
︶
は
︑
日
本
統
治
時
期
の
国
語
普
及
が
台
湾
人
の
日
常
言
語
生
活

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
さ
ず
︑
む
し
ろ
日
本
語
を
近
代
知
識
の
吸

収
手
段
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
陳
培
豊

も
同
化
を
日
本
へ
の
同
化
と
近
代
へ
の
同
化
と
い
う
二
つ
に
分
け
︑

台
湾
人
が
後
者
の
同
化
を
指
向
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
︒
藤
森
君
が

取
り
上
げ
て
い
る
社
会
化
も
ま
た
︑
二
つ
の
方
向
性
が
内
包
さ
れ
て

い
た
︒
総
督
府
が
想
定
し
て
い
た
社
会
化
さ
れ
る
︑
あ
る
い
は
同
化

さ
れ
る
先
の
社
会
は
︑
日
本
社
会
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
︒
国
語
の
習

得
に
よ
り
日
本
精
神
を
涵
養
し
︑
日
本
国
民
を
作
り
だ
す
と
い
う
の

が
総
督
府
の
政
策
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
実
際
に
は
︑
国
語
講
習
所

に
お
い
て
は
日
本
語
の
習
得
だ
け
で
な
く
︑
社
会
知
識
や
実
学
知
識

と
い
っ
た
近
代
的
知
識
の
教
授
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
民
衆

た
ち
に
と
っ
て
︑
後
者
は
前
者
同
様
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
︒
戦
後
︑
国
語
は
日
本
語
か
ら
北
京
官
話
へ
取
っ
て
替

わ
ら
れ
た
︒
そ
れ
で
は
︑
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
五
年
ま
で
の
間
︑

多
く
の
台
湾
民
衆
が
﹁
国
語
講
習
所
﹂
に
通
っ
た
こ
と
は
全
く
無
駄

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
と
︑
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
︒
そ
れ
は
︑
後
者
の
近
代
化
に
関
わ
る
部
分
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
︒
講
習
を
通
じ
て
民
衆
た
ち
は
近
代
社
会
へ
と
社
会
化
さ
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れ
︑
日
本
統
治
終
焉
後
も
そ
の
状
態
が
続
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
藤
森

君
は
︑
台
湾
総
督
府
の
国
語
普
及
政
策
の
中
に
は
︑
社
会
の
一
員
と

し
て
の
知
識
︑
教
養
の
育
成
も
含
ま
れ
て
い
た
︑
と
結
論
づ
け
て
い

る
︒

本
論
文
の
評
価

3
藤
森
智
子
君
の
博
士
学
位
請
求
論
文
﹁
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け

る
国
語
普
及
運
動
│
﹁
国
語
講
習
所
﹂
を
め
ぐ
る
総
督
府
の
政
策
と

そ
の
実
際
︵
一
九
三
〇
│
四
五
︶
│
﹂
の
評
価
す
べ
き
点
に
つ
い
て
︑

以
下
に
六
点
ほ
ど
挙
げ
た
い
︒
ま
ず
第
一
点
は
︑
植
民
地
統
治
下
の

歴
史
実
証
研
究
の
手
堅
さ
で
あ
る
︒
台
湾
に
お
け
る
国
語
普
及
運
動
︑

そ
の
中
で
も
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
﹁
国
語
講
習
所
﹂
と
い
う
主

題
に
絞
っ
て
︑
総
督
府
に
よ
る
政
策
か
ら
︑
現
実
に
実
施
さ
れ
た
教

育
現
場
や
社
会
化
の
過
程
を
丹
念
に
た
ど
り
︑
﹁
国
語
講
習
所
﹂
の

意
味
は
︑
公
民
的
教
養
の
育
成
が
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
︑
と
い
う

結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
︒
台
湾
に
お
け
る
公
学
校
の
役
割
や
総
督

府
の
国
語
普
及
運
動
に
つ
い
て
は
︑
先
行
研
究
も
多
い
が
︑
一
九
三

〇
年
代
か
ら
の
﹁
国
語
講
習
所
﹂
と
い
う
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て

の
研
究
は
︑
藤
森
君
の
研
究
が
現
れ
る
ま
で
︑
日
本
で
も
台
湾
で
も

極
め
て
数
少
な
い
︒
と
り
わ
け
歴
史
研
究
の
論
文
と
し
て
︑
彼
女
は
︑

一
般
研
究
者
が
よ
く
利
用
す
る
総
督
府
公
文
類
纂
︑
新
聞
︑
雑
誌
及

び
台
湾
総
督
府
及
び
各
州
庁
の
出
版
物
以
外
に
︑﹁
台
北
州
档
案
﹂︑

﹁
三
峡
公
学
校
職
員
履
歴
書
綴
﹂︑﹁
関
西
鎮
誌
︵
稿
本
︶﹂︑﹁
関
西
庄

国
語
講
習
所
教
案
﹂︑﹁
関
西
庄
国
語
講
習
所
日
誌
﹂︑﹁
琉
球
公
学
校

職
員
履
歴
書
綴
﹂︑﹁
琉
球
公
学
校
学
校
沿
革
誌
﹂︑﹁
琉
球
庄
管
内
概

況
﹂
等
の
未
公
開
の
一
次
史
料
を
発
掘
し
︑
同
時
に
聞
き
取
り
調
査

に
よ
り
口
述
史
料
を
収
集
し
︑
具
体
的
か
つ
実
証
的
に
各
事
例
を
検

討
し
て
い
る
︒
そ
う
し
た
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
果
は
強
い
説

得
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
︒

教
育
史
に
お
い
て
︑﹁
学
校
教
育
史
﹂
が
主
流
で
あ
る
こ
と
は
︑

日
本
で
も
台
湾
で
も
変
わ
り
な
い
が
︑
日
本
で
も
明
治
・
大
正
︑
昭

和
戦
前
期
に
お
い
て
青
年
学
級
や
夜
学
な
ど
の
社
会
教
育
の
果
た
し

た
役
割
に
つ
い
て
近
年
多
く
の
実
証
研
究
が
蓄
積
さ
れ
︑
近
代
化
や

産
業
化
に
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
意

味
で
︑
藤
森
君
の
着
眼
点
は
︑
台
湾
社
会
に
お
け
る
﹁
国
語
講
習

所
﹂
と
い
う
社
会
教
育
機
関
を
通
し
て
︑
台
湾
の
近
代
化
︑
近
代
教

育
の
進
展
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
そ
れ
が
日
本

統
治
下
︑
植
民
地
期
の
同
化
政
策
︑
皇
民
化
政
策
と
重
な
っ
て
い
た

﹁
国
語
普
及
運
動
﹂
と
い
う
理
念
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た

の
か
︑
あ
る
い
は
乖
離
し
て
い
た
の
か
と
い
う
極
め
て
意
義
深
い
問

題
意
識
を
展
開
し
て
い
る
︒
藤
森
君
は
︑
こ
の
問
題
意
識
の
下
で
︑

第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
一
貫
し
た
手
堅
い
実
証
的
方
法
に
よ
っ
て
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分
析
し
て
い
る
︒
総
督
府
資
料
︑
各
州
庁
︑
郡
市
別
統
計
・
資
料
や

教
科
書
︑
教
案
・
日
誌
や
元
講
師
や
元
生
徒
た
ち
に
対
し
て
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
︑
事
例
研
究
と
し
て
の
台
北
市
郊
外
︑
農
村
地
域
︑

山
村
地
域
︑
離
島
社
会
に
至
る
ま
で
丹
念
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
重

ね
て
﹁
国
語
講
習
所
﹂
の
実
態
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
︒

第
二
に
︑
詳
細
な
新
聞
・
雑
誌
の
資
料
を
用
い
て
︑
総
督
府
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
宣
伝
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
︒
藤
森
君
は
︑
﹃
台
湾
日
日
新
報
﹄︑
﹃
台
湾
教
育
﹄︑﹃
台
湾
時
報
﹄︑

﹃
台
湾
婦
人
界
﹄
な
ど
の
新
聞
・
雑
誌
の
資
料
を
綿
密
に
検
討
し
て
︑

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
国
語
講
習
所
制
度
に
対
す
る
影
響
を
実
証
的

に
論
述
し
て
い
る
︒
一
九
三
〇
年
代
初
期
の
国
語
講
習
所
活
動
の
宣

伝
に
つ
い
て
は
︑
今
ま
で
関
連
研
究
で
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
課

題
で
あ
っ
た
︒
藤
森
君
は
︑
総
督
府
当
局
が
如
何
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

を
運
用
し
て
︑
台
湾
の
民
衆
が
喜
ん
で
入
学
す
る
よ
う
に
鼓
舞
し
て

き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
︑
国
語
講
習
所
制
度
の
進
展
の
実
態
を

論
述
し
た
点
は
︑
評
価
す
べ
き
重
要
な
点
で
あ
る
︒

第
三
に
︑
教
育
史
に
お
け
る
詳
細
な
検
討
の
意
義
で
あ
る
︒
教
科

書
﹃
新
国
語
教
本
﹄
に
対
す
る
分
析
は
︑
今
ま
で
の
研
究
を
一
歩
進

め
て
︑
教
材
内
容
の
分
類
に
つ
い
て
日
常
生
活
︑
公
民
養
成
︑
国
民

養
成
等
に
よ
る
更
な
る
新
し
い
分
析
枠
組
み
を
用
い
て
い
る
︒
教
本

の
題
材
と
毎
課
の
内
容
を
分
析
し
︑
教
材
内
容
の
要
旨
を
適
切
に
導

き
出
し
︑
そ
の
特
色
と
意
義
を
具
体
的
に
指
摘
し
︑
こ
れ
か
ら
の
教

科
書
研
究
の
新
た
な
模
範
例
を
提
起
し
て
い
る
︒

第
四
に
︑
第
二
部
の
国
語
普
及
運
動
の
実
際
に
関
し
て
︑
藤
森
君

が
選
び
取
っ
た
三
峡
︑
萬
里
︑
関
西
︑
小
琉
球
等
の
事
例
分
析
の
研

究
上
に
お
け
る
意
義
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
事
例
か
ら
得
ら
れ
た
結
果

は
︑
当
時
台
湾
の
都
市
外
の
一
般
街
庄
の
国
語
普
及
運
動
の
概
況
を

十
分
に
反
映
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
り
︑
国
語
普
及
運
動
の
実
際
を

有
効
に
説
明
し
て
い
る
︒
ま
た
本
論
文
は
︑
政
治
学
︑
歴
史
学
︑
社

会
学
︑
教
育
学
︑
言
語
教
育
等
の
理
論
と
概
念
を
柔
軟
に
運
用
し
て

お
り
︑
学
際
的
な
研
究
の
特
色
が
活
か
さ
れ
て
い
る
︒

第
五
は
︑
言
語
教
育
の
多
面
性
に
つ
い
て
︑
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
距
離
を
置
き
な
が
ら
分
析
す
る
彼
女
の
方
法
論

的
姿
勢
で
あ
る
︒
日
本
人
で
あ
る
研
究
者
が
植
民
地
期
の
日
本
語
教

育
や
日
本
語
普
及
運
動
を
研
究
す
る
場
合
︑
台
湾
や
朝
鮮
︑
中
国
の

人
々
に
対
し
て
︑
侵
略
戦
争
に
対
す
る
あ
る
種
の
﹁
贖
罪
﹂
の
気
持

ち
か
︑
あ
る
い
は
逆
に
戦
前
か
ら
の
﹁
ア
ジ
ア
共
同
体
﹂
や
日
本
統

治
の
﹁
正
当
化
﹂
を
意
識
し
て
し
ま
う
よ
う
な
極
端
な
態
度
が
一
方

に
は
存
在
し
て
い
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑
藤
森
君
は
︑
歴
史
の
一
事

象
と
し
て
客
観
的
に
向
き
合
う
態
度
を
保
持
し
て
い
る
︒
台
湾
社
会

に
お
い
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
︵
多
数
派
︶
を
構
成
し
て
い
る
本
省
人

︵
本
島
人
︶︑
そ
の
中
で
も
閩
南
人
︵
福
建
人
︶
を
中
心
に
分
析
を
進
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め
て
お
り
︑
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
対
す
る
客
観
的
な
配
慮
が
感
じ
ら
れ

る
︒
ま
た
︑
言
語
の
習
得
に
お
け
る
︑
母
語
と
国
語
︵
ナ
シ
ョ
ナ
ル

言
語
︶
の
﹁
二
言
語
併
用
﹂
社
会
や
皇
民
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
公
民

的
教
養
の
育
成
な
ど
の
︑
言
語
習
得
に
お
け
る
多
面
的
要
素
の
指
摘

は
︑
非
常
に
重
要
な
指
摘
で
あ
る
︒
藤
森
君
は
︑
学
問
的
基
礎
訓
練

に
お
い
て
︑
政
治
学
︑
歴
史
学
︑
社
会
学
︑
教
育
学
︑
言
語
教
育
︑

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
︑
ア
ジ
ア
社
会
論
な
ど
多
く
の
領
域
を
渉

猟
し
て
い
る
︒
と
か
く
多
領
域
の
学
問
領
域
を
渡
り
歩
く
と
︑
論
文

の
骨
格
と
な
る
社
会
科
学
あ
る
い
は
人
文
科
学
の
視
角
が
安
定
し
な

い
場
合
も
あ
る
が
︑
藤
森
君
の
場
合
は
︑
む
し
ろ
︑
多
く
の
学
問
領

域
の
視
点
が
言
語
教
育
と
い
う
課
題
に
お
い
て
見
事
に
結
合
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
︒

第
六
は
︑
歴
史
を
周
縁
的
な
位
置
や
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存
在
か
ら
見

直
そ
う
と
い
う
社
会
史
の
視
点
を
内
包
し
て
い
る
点
で
あ
る
︒
周
知

の
よ
う
に
︑
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ナ
ー
ル
派
の
歴
史
学
は
︑
支
配
的
な
歴

史
観
や
実
証
主
義
に
よ
る
紋
切
り
型
の
歴
史
叙
述
に
対
し
て
果
敢
に

挑
戦
し
て
き
た
︒
藤
森
君
の
場
合
は
︑
学
校
教
育
史
と
し
て
の
公
学

校
や
都
市
部
中
心
の
近
代
化
・
産
業
化
の
歴
史
実
証
に
対
し
て
︑
農

村
部
や
離
島
︑
女
性
の
視
点
︑
識
字
率
の
低
い
僻
地
に
お
け
る
社
会

教
育
の
実
際
な
ど
︑
優
れ
て
社
会
史
的
な
観
点
か
ら
実
証
的
研
究
を

積
み
上
げ
て
き
て
い
る
︒
文
書
資
料
に
加
え
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
︵
口
述
︶
資
料
の
蓄
積
を
心
が
け
て
い
る
点
も
評

価
で
き
る
︒

以
上
の
よ
う
に
藤
森
君
の
論
文
は
︑
評
価
す
べ
き
点
も
多
い
が
︑

残
さ
れ
た
課
題
も
含
め
て
論
証
が
十
分
で
な
い
点
も
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒
第
一
に
︑
日
常
言
語
と
し
て
の
閩
南
語
︵
福
建
語
︶
に

お
い
て
︑
公
民
的
教
養
や
知
識
︑
知
能
が
醸
成
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
の

比
較
研
究
で
あ
る
︒
今
回
の
主
題
が
﹁
国
語
普
及
運
動
﹂
と
い
う
植

民
地
総
督
府
の
側
の
国
語
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
︑
日
常
生
活

に
お
け
る
言
語
習
得
や
閩
南
語
︵
福
建
語
︶
と
北
京
官
話
と
の
相
違

と
い
う
戦
後
台
湾
社
会
が
抱
え
て
き
た
問
題
点
の
方
に
は
分
析
が
至

ら
な
か
っ
た
︒
こ
の
点
の
解
明
に
は
︑
福
建
語
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
と
い
う
困
難
な
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
︒﹁
日
本
語
講
習
所
﹂

と
い
う
レ
ン
ズ
か
ら
の
ぞ
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
に
対
し
て
︑
今
度
は
︑

母
語
か
ら
見
た
台
湾
社
会
の
近
代
化
︑
産
業
化
︑
そ
し
て
﹁
北
京
官

話
﹂
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
言
語
か
ら
見
た
近
代
化
を

重
ね
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
台
湾
社
会
の
重
層
的
な
社
会

史
が
描
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

第
二
は
︑
著
者
自
ら
も
認
め
て
い
る
が
︑
日
本
統
治
下
朝
鮮
と
の

比
較
研
究
で
あ
る
︒
植
民
地
統
治
の
観
点
か
ら
は
︑
共
通
す
る
﹁
国

語
普
及
運
動
﹂﹁
国
語
常
用
運
動
﹂
で
は
あ
る
が
︑
朝
鮮
半
島
に
お
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け
る
抵
抗
や
﹁
困
難
﹂
は
︑
台
湾
と
大
き
く
異
な
る
︒
朝
鮮
に
お
け

る
実
証
研
究
を
通
し
て
︑
改
め
て
﹁
国
語
﹂
の
政
策
と
実
際
を
評
価

す
る
必
要
が
あ
る
︒
そ
の
点
で
は
︑
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
の
時

代
と
そ
こ
で
の
近
代
化
の
時
代
の
始
期
と
の
関
係
が
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
台
湾
か
ら
始
め
て
︑
韓
国
・
朝
鮮
︑

中
国
東
北
部
︑
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
で
︑﹁
比
較
ア

ジ
ア
近
代
化
論
﹂
と
い
う
壮
大
な
テ
ー
マ
に
結
び
つ
く
未
完
の
課
題

で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
︒

結
論

4
こ
の
よ
う
に
︑
残
さ
れ
た
課
題
や
問
題
点
も
あ
る
も
の
の
︑
藤
森

智
子
君
が
提
出
し
た
本
論
文
は
︑﹁
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
国

語
普
及
運
動
﹂
を
総
合
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
︑
非
常
に
手
堅
い
実

証
研
究
と
し
て
学
界
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
こ
と
は
明
白

で
あ
り
︑
本
論
文
の
意
義
は
非
常
に
大
き
い
︒

よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
︑
本
論
文
が
︑
博
士
︵
法
学
︶︵
慶
應
義

塾
大
学
︶
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る

と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
︒

平
成
二
三
年
二
月
一
五
日

主
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

博
士︵
社
会
学
︶

有
末

賢

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

法
学
博
士

国
分

良
成

副
査

国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
教
授

文

学

博

士

呉

文
星
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